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一
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夢
林
玄
解
と
い
う
書
物

「
夢
林
玄
解
」
は
謎
に
満
ち
た
書
物
で
あ
る
。
「
内
閣
丈
庫
漢
籍

む

分
類
目
録
」
子
部
七
術
数
類
に
は
、
「
二
三
巻
原
集
・
論
集
・
穣
集

各

巻

宋
部
潅
編

明
崇
顧
九
序
刊
」
と
言
っ
て

明
陳
士
元
補

い
る
の
に
封

L
、
『
四
庫
全
書
線
目
提
要
」
巻
一

存
日
二
は
、
「
明
陳
士
元
撰
、
何
棟
如
重
輯
。
:
:
:
士
元
初
め
に
夢

二
子
部
術
数
類

書
元
解
を
作
り
、
何
棟
如
因
り
て
こ
れ
を
麿
む
。
夢
占
二
十
六
巻
、

夢
一
隈
二
巻
、
夢
原
一
巻
、
夢
徴
五
巻
に
分
か
つ
。
前
に
凡
例
有
り
、

是
の
書
は
宋
の
景
祐
聞
に
在
り
で
は
固
夢
秘
策
と
名
づ
く
、
亙
日
の
葛

洪
の
原
本
震
り
て
、
宋
の
部
羅
こ
れ
を
輯
す
る
者
と
稽
す
。
其
の
言

は
誼
挟J

と
す
可
き
無
し
。
又
孫
爽
の
序
一
篇
有
る
も
、
府
際
試
は
織
俗

な
り
、
蓋
し
術
家
依
託
の
丈
に
し
て
、
士
一
冗
等
排
ず
る
に
及
ば
ざ
る

③
 

な
り
」
と
述
べ
る
。

こ
こ
で
歴
代
の
園
書
目
録
か
ら
夢
占
い
に
閲
す
る
書
物
を
抜
き
出

し
た
リ
ス
ト
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

莫
代漢

書
巻
三
十
雲
丈
志

黄
帝
長
柳
占
夢
十
一
巻
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甘
徳
長
柳
占
夢
二
十
巻

右
雑
占
十
八
家
三
百
一
十
三
巻

陪
代陪

室
田
巻
三
十
四
経
籍
志

五
-~ 

f丁

占
夢
書
三
巻

京
房
撰

占
夢
書
一
巻

崖
一
川
撰

掲
伽
仙
人
占
夢
書
一
巻

占
夢
書
一
春

周
宣
等
撰

新
撰
占
夢
書
十
七
巻

井
目
録



夢
主
日
十
巻

解
夢
書
二
巻

雑
上
口
夢
書
一
巻
梁
有
師
暖
占
五
巻
、
東
方
朔
ト
円
七
巻
、
貰
帝
太
一
雑
占
十
谷
、

請
穣
園
三
巻
、
亡
。

和
菟
烏
鳴
書
、
王
喬
解
鳥
語
経
、
時
明
書
、
耳
鳴
童
口
、
日
情
書
各
一
巻
、
董
仲
町
訂

唐
代奮

唐
書
巻
四
十
七
経
籍
志
下

占
夢
書
二
巻

又
三
春

周
宣
撰

新
唐
主
日
巻
五
十
七
塞
丈
志

周
E主

占
夢
書
三
巻

又
二
巻

車
重
元

夢
主
目
四
巻
開
元
人

柳
珠

夢
慎
一
巻

宋
代宋

史
巻
二
百
六
雲
丈
志
五

慮
重
元

夢
童
日
四
巻

柳
燦

夢
佳
門
一
巻

「
夢
林
玄
解
」
の
成
立
(
大
平
)

五
行

玉
'ー

イ丁

五
行
類

周
公
解
夢
書
三
巻

王
升

縮
或
無
「
縮
」
字

占
夢
書
十
巻

陳
裏

校
定
夢
童
日
四
巻

明
代明

史
巻
九
十
八
雲
丈
志

五
-~ 

f丁

張
幹
山

古
今
磨
験
異
夢
全
書
四
巻

陳
士
元

夢
占
逸
旨
八
巻

[
存
]

張
鳳
翼

夢
占
類
考
十
二
巻

存

四
庫
全
書
館
日
提
要
子
部
術
数
類
存
日
二
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紀
夢
要
覧
三
巻

明
童
軒
撰

夢
占
類
考
十
二
巻

明
張
鳳
翼
撰

[
存
]

夢
林
元
解
[
「
元
」
は
康
照
帝
の
詳
を
避
け
た
も
の
で
、
「
玄
」
に
作

る
べ
し
]
三
十
四
巻
明
陳
士
元
撰
何
棟
如
重
輯

[
存
]

こ
の
リ
ス
ト
に
あ
が
っ
て
い
る
占
夢
書
で
、
現
存
す
る
も
の
は
ご
く

少
な
い
。
[
存
]
を
付
し
た
も
の
の
み
存
在
を
確
認
し
て
い
る
。
民

一
巻
が
あ
り
、
敦

聞
の
占
夢
書
の
完
本
と
し
て
は

『
周
公
解
夢
書
』

埠
丈
書
の
一
つ
と
し
て
護
見
さ
れ
、
他
の
断
片
的
な
占
夢
書
と
と
も

に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
リ
ス
ト
を
見
て
と
に
か
く
言
え
る
の
は
、
歴
代
の
占
夢
書
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
滅
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
事
と
、
歴
史
上
最
大
の
規

模
を
誇
る
占
夢
書
が
明
末
に
突
如
出
現
し
た
と
い
う
事
賓
の
み
で
あ

る
。
そ
の
作
者
は
或
い
は
音
の
葛
洪
で
あ
り
、
或
い
は
宋
の
部
潅
が

編
集
し
た
も
の
を
明
の
陳
士
元
が
補
っ
た
も
の
で
あ
り
、
或
い
は
陳

士
元
が
著
し
た
も
の
を
何
棟
如
が
更
に
編
集
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

ま
た

『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
に
牧
め
ら
れ
て
い
る

『
夢
林
玄
解
』

の
巻
首
に
は
、
「
夢
林
玄
解
三
十
四
巻
首
一
巻

明
何
棟
如
輯
中
圃

『
四
庫
全
書
線
目
提

科
事
院
国
書
館
戒
明
崇
柏
刻
本
」
と
あ
り
、

要
』
と
同
様
に
非
常
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
以
下
内
閣
丈

庫
が
所
戒
す
る

『
夢
林
玄
解
」
を
内
閣
文
庫
本
、
一
粒
合
回
科
皐
院
が
所

戒
す
る

「
夢
林
玄
解
』
を
一
吐
A
胃
科
民
子
院
本
と
稽
す
る
こ
と
と
す
る
。

本
稿
で
は
、
『
夢
林
玄
解
」

の
員
の
作
者
を
推
定
し
、
内
閣
丈
庫
本

と
枇
舎
科
向
学
院
本
の
二
本
の
聞
に
ど
の
よ
う
な
達
い
が
存
在
し
て
い

る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

第
二
章

『
夢
林
玄
解
』

の
作
者
は
誰
か
っ

雲
を
な
し
て
い
る
謹
言
を
整
理
す
る
た
め
に
、

『
夢
林
玄
解
」
に

冠
せ
ら
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
序
や
引
言
の
中
で
、
「
夢
林
玄
解
」

の
出
自
に
か
か
わ
る
言
説
を
一
つ
一
つ
検
討
し
て
い
こ
う
。
時
系
列

に
従
い
、
宋
の
孫
爽
「
園
夢
一
拙
策
殺
」
、
明
の
陳
士
元
「
夢
林
玄
解

小
引
」
、
李
棟
如
「
夢
林
玄
解
紋
」
、
黄
堂
「
夢
論
引
」
、
夏
昌
「
夢

穣
殺
言
」
、
李
登
「
夢
徴
小
引
」
の
順
に
取
り
上
げ
る
。

(
1
)
 
孫
爽
の
「
固
夢
秘
策
位
以
」

孫
爽
は
、
宋
の
太
宗
・
異
宗
・
仁
宗
の
三
朝
に
仕
え
た
名
儒
で
、

兵
部
侍
郎
・
龍
園
閤
事
士
に
至
っ
た
。
著
書
に
『
経
典
微
言
』
『
築
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記
圃
」
「
五
服
制
度
』
が
あ
る
。
孫
爽
の
序
に
言
、
っ
、
「
爽
は
惹
愚
と

難
も
、
正
業
白
り
外
、
凡
そ
醤
薬
星
算
、
著
占
風
鑑
と
夫
の
稗
官
雑

よ

①

載
の
書
は
、
乞
骸
の
後
於
り
、
一
寓
捜
せ
ざ
る
無
し
。
」
そ
の
彼

が
占
夢
書
の
み
は
謹
ん
だ
こ
と
が
な
い
と
嘆
い
て
い
た
と
こ
ろ
、

「
丙
子
の
春
二
月
、
偶
ま
蘭
渓
道
上
を
経
て
、

一
羽
衣
に
遇
、
っ
。
大

匿
を
負
い
、
地
を
書
一
し
て
津
と
矯
し
、
符
を
責
り
字
を
訴
き
て
、
曾

て
異
俸
を
受
け
た
り
と
大
言
す
。
」
そ
こ
で
舟
に
連
れ
蹄
り
身
の
上

を
訊
ね
る
と
、

某
は
弱
冠
白
り
家
を
棄
て
、
天
下
を
雲
水
す
る
こ
と
、

二
十
年



な
ん
な

に
垂
ん
と
し
、

一
聖
に
遇
、
つ
を
獲
た
り
。
蒼
顔
偉
幹
に
し
て
、

ひ

そ

か

あ

や

鹿
山
の
石
室
中
に
僑
居
し
、
修
異
性
肝
穀
す
。
私
縞
に
こ
れ
を
佐

し
み
、
遂
に
進
み
て
弟
子
の
穫
を
執
り
、
心
を
傾
け
節
を
折
る

者
三
載
。
自
又
忽
ち
某
に
謂
い
て
日
く
、
汝
の
骨
は
凡
に
近
く
、

我
が
侶
に
非
ざ
る
な
り
。
将
に
汝
を
去
ら
ん
と
す
。
汝
事
に

勤
め
て
日
有
る
も
、
以
て
贈
と
話
す
無
き
を
惜
し
む
。
秘
書
三

た
い
せ
つ

策
は
、
人
間
に
久
し
く
訣
け
た
り
、
汝
敬
い
て
こ
れ
を
珍
に

す
れ
ば
、
以
て
名
を
立
つ
る
べ
し
。
妄
り
に
洩
設
し
、
こ
れ
を

と
が

匪
人
に
授
く
る
こ
と
母
れ
。
徒
ら
に
詰
め
ら
る
る
の
み
な
ら
ん

ひ
ら

と
。
示
す
所
の
書
を
啓
く
に
、

一
策
は
則
ち
字
を
訴
く
を
以
て

人
の
休
径
を
占
い
、
一
策
は
則
ち
符
を
書
く
を
以
て
人
の
疾
苦

い

や

⑦

を
療
し
、
其
の
一
策
は
是
れ
園
夢
の
訣
矯
り
。

し
か
し
、
道
士
は
三
策
の
う
ち
固
夢
秘
策
を
理
解
で
き
ず
、
使
い

こ
な
す
自
信
が
な
か
っ
た
た
め
、
孫
爽
に
そ
れ
を
託
す
こ
と
に
な
り
、

孫
爽
は
園
夢
秘
策
を
世
に
公
開
す
る
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
の
が
孫

夷
の
序
文
の
骨
子
で
あ
る
。
末
尾
に
は
「
景
祐
三
年
四
月
上
涜
の
休

休
老
人
孫
爽
固
夢
融
策
の
端
に
殺
す
」
と
あ
り
、
こ
の
文
章
は
北
宋

仁
宗
の
景
祐
三
年
内
子
(
一

O
三
六
)
に
書
か
れ
た
こ
と
に
な
っ
て

「
夢
林
玄
解
」
の
成
立
(
大
平
)

い
る
。
『
四
庫
全
書
線
日
提
要
』
は
こ
の
文
章
を
「
辞
気
織
俗
」
と

許
し
、
孫
爽
の
作
で
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
孫
爽
の

絞
で
は
、
「
甲
戊
の
年
」

r
o三
四
)
夢
で
「
戎
服
の
力
士
」
か
ら

丸
薬
を
も
ら
っ
て
呑
ん
だ
こ
と
等
に
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

記
述
は
、
員
宗
の
大
中
群
符
の
初
め
に
天
童
日
が
宮
中
に
下
り
、
君
臣

あ
げ
て
瑞
兆
だ
と
浮
か
れ
て
い
た
時
に
、
下
問
を
受
け
て
「
臣
愚
な

り
、
聞
く
所
は
「
天
何
を
か
言
わ
ん
や
」
な
り
、
山
豆
に
書
有
ら
ん

⑧

③

 

や
?
」
と
冷
水
を
浴
び
せ
た
孫
爽
の
人
と
な
り
に
全
く
符
合
し
な
い
。

も
う
一
つ
の
要
素
は
孫
爽
の
浸
年
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
く
つ
か
の
資

⑩
 

料
か
ら
仁
宗
の
明
遁
二
年
(
一

O
三
三
)
と
わ
か
る
の
で
、
道
士
と
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の
遭
遇
も
、
序
文
の
執
筆
も
あ
り
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
で

孫
爽
の
序
丈
が
偏
物
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
こ
の
序
文
に
は
も

と
も
と
固
夢
秘
策
の
内
容
に
係
わ
る
記
述
は
な
く
、
偏
物
と
し
て
も

出
来
が
良
く
な
い
と
言
え
よ
う
。

(
2
)
 
陳
士
元
の
「
夢
林
玄
解
小
引
」

陳
士
元
の
「
夢
林
玄
解
小
引
」
は
次
の
よ
う
な
記
述
か
ら
始
ま
る
。

「
余
夢
に
感
じ
て
白
り
、
撰
し
て
逸
旨
[
彼
の
著
夢
占
逸
旨
を
指
す
]
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を
馬
り
、
刻
成
り
て
、
巳
に
海
内
に
行
な
わ
る
。
・
:
・
:
甲
子
[
嘉
靖

一
五
六
回
]

の
春
、

一
書
を
購
い
得
、
名
は
園
夢
秘
策
と

四
十
三
年⑪

 

話
す
o
」
孫
爽
の
言
、
っ
「
園
夢
秘
策
」
と
名
前
は
同
じ
で
あ
る
が
、

陳
士
元
は
孫
爽
の
序
に
は
一
号
一
口
も
鰯
れ
ず
、
意
外
な
出
自
を
明
か
す
。

「
巻
端
に
記
有
り
て
日
く
、
康
節
先
生
輯
と
。
則
ち
宋
の
嘉
夫
部
子

の
編
む
所
疑
い
無
き
な
り
。
但
だ
未
だ
其
の
何
人
に
始
ま
る
や
を
知

⑬
 

ら
ざ
る
な
り
o
」
つ
ま
り
宋
代
の
一
利
融
撃
者
部
羅
の
編
集
に
係
る
と

す
る
。
と
こ
ろ
が
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
部
羅
は
「
撃
壌
集
』
に
牧
め

⑬
 

ら
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
夢
を
詠
じ
た
詩
以
外
に
は
夢
に
関
わ
る
著

作
は
な
い
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
塞
丈
志
や
戴
書
目
録
の
類
に
は

著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
康
節
先
生
輯
」
だ
け

を
材
料
に
部
棄
の
編
集
に

「阻疑い鉦…」

し
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も

武
断
に
す
ぎ
る
し
、
陳
士
元
の
普
段
の
書
き
方
な
2
2
5
)
と
は
根

本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
陳
士
元
の
略
歴
は

『
四
庫
全
主
目
線
目
提

要
』
巻
五
経
部
易
類
『
易
象
鈎
解
」
四
巻
の
項
目
に
よ
る
と
、
「
士

元
、
字
は
心
叔
、
陸
城
の
人
。
嘉
靖
甲
辰
合
一
三
年

⑪
 

進
士
。
官
は
深
州
知
州
に
至
る
。
」
で
あ
り
、
「
易
象
鈎
解
』
以
外
に

一
五
四
四
)
の

も
『
五
経
異
丈
』
十
一
巻
、
『
論
語
類
考
』
二
十
巻
、
『
孟
子
雑
記
」

四
巻
、

『
古
今
韻
分
註
撮
要
』

五
巻
、

「荒

「
古
俗
字
略
」
七
巻
、

史
」
六
巻
、

『
名
疑
」

四
巻
、

『
夢
林
元

[
玄
]
解
」

三
十
四
巻
、

「
姓
鱗
』
十
巻
が
『
四
庫
全
主
目
線
目
提
要
」
に
入
っ
て
い
る
。
彼
の

著
作
は
多
少
俗
っ
ぽ
い
が
、

ほ
と
ん
ど
が
地
に
足
が
着
い
た
も
の
で

あ
る
。
『
四
庫
全
書
線
目
提
要
』
に
は
牧
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
彼

の
著
書
と
し
て
知
ら
れ
る

『
夢
占
漁
一
旨
』
は
、
表
面
的
に
は

『
夢
林

玄
解
』
と
の
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
見
え
る
(
賓
際
に
『
夢
占
逸
旨
』

の
全
憶
が
『
夢
林
玄
解
』
に
と
り
こ
ま
れ
て
い
る
)
。
し
か
し
、
『
夢
上
口
逸

己
日
』
は
夢
見
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
夢
の
類
型
等
を
き
わ
め
て
員
撃
に
論
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じ
た
書
物
で
あ
り
、
「
夢
林
玄
解
』

の
よ
う
な
雑
多
な
テ
キ
ス
ト
と

は
隔
然
と
異
な
っ
て
い
る
。
彼
が

『
夢
占
逸
旨
」
を
書
い
た
事
情
を

説
明
し
て
い
る
序
文
を
見
て
み
よ
う
。

一
五
六
二
)
の
秋
八
月
既
望
、
陳
子
蒲

陽
軒
中
に
坐
し
、
月
色
の
漸
く
高
き
を
臨
り
み
、
桂
華
の
始
め

ひ
ら

で
放
く
を
折
ぴ
、
盈
蔚
の
繭
特
設
に
感
じ
、
柴
俸
の
循
環
を
念
う
。

嘉
靖
壬
成
(
四
十
一
年

日
疋
に
お
い
て
酒
を
挙
げ
酌
を
命
じ
、
興
設
し
酎
を
成
す
。
枕
筆

は
清
き
を
載
け
、
憤
然
と
し
て
寝
に
就
く
。
暗
眉
の
老
皇
、
霞

服
を
披
て
庭
に
降
り
、
余
に
一
函
を
授
く
を
夢
む
。
金
文
目
を



肱
ま
し
、
宛
も
州
叫
の
古
豪
の
ご
と
く
、
官
一
諭
せ
ん
と
欲
す
る

も
未
だ
能
わ
ず
。
袖
聞
に
戴
襲
す
る
も
、
猫
お
遺
脱
あ
ら
ん
こ

と
を
恐
る
。
弦
の
奇
玩
を
獲
て
、
心
に
復
た
疑
い
を
生
ず
。
乃

ち
再
拝
し
て
聖
に
聞
い
て
日
く
、
余
と
君
と
遇
、
つ
は
、
乃
ち
夢

な
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
と
。
史
笑
い
て
日
く
、
何
の
遇
か
夢
に

非
ざ
ら
ん
、
何
の
夢
か
異
に
非
ざ
ら
ん
と
。
忽
ち
諜
む
る
聾
起

ょ

こ
り
、
余
波
一
り
て
驚
覚
し
、
坐
し
て
晴
嘆
す
、
是
れ
何
の
鮮
な

る
や
と

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
白
分
の
持
て
る
知
識
を
総
動
員
し
て
内
篇

十
篇
、
外
篇
十
篇
、
全
八
巻
の

『
夢
占
逸
旨
」
を
完
成
さ
せ
た
の
で

あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
「
康
節
先
生
輯
」
を

見
た
だ
け
で
、
「
宋
の
嘉
夫
部
子
の
編
む
所
疑
い
無
き
な
り
」
と
短

絡
的
に
断
定
す
る
よ
う
な
人
物
像
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。
も
し
陳
士

元
が
そ
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
金
丈
」
あ
る
い
は
「
餅

叫
の
古
豪
」
で
書
か
れ
た
占
夢
書
を
担
造
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
こ
で
も
う
一
度
「
小
引
」
に
も
ど
ろ
う
。
先
に
引
用
し
た
部

分
に
績
き
、
陳
士
元
は
言
う
、
「
巻
軟
は
議
錯
し
、
殺
識
は
漫
滅
す
。

僅
か
に
占
訴
の
尾
に
子
い
て
、
残
失
せ
る
数
言
、
洪
の
私
説
に
非
ず

「
夢
林
玄
解
」
の
成
立
(
大
平
)

し
て
、
委
に
源
流
有
り
の
語
有
り
。
又
成
康
中
の
三
字
有
り
、
諸

を
史
惇
に
稽
え
、
一
欧
の
歳
元
を
挟
る
に
、
又
倦
翁
葛
稚
川
の
著
す

⑬
 

所
に
属
す
る
こ
と
疑
い
無
き
な
り
。
」
問
、
つ
に
落
ち
ず
、
語
る
に
落

ち
る
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
謬
茎
孫
が
「
粧
査
の
中
」
か
ら
「
奮

紗
本
」
を
護
見
し
、
そ
れ
を
「
京
本
通
俗
小
説
」
と
稀
し
て
出
版
し

た
時
も
、
そ
の
寓
本
は
「
破
嫡
磨
滅
」
と
形
容
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま

り
、
あ
る
未
知
の
テ
キ
ス
ト
が
護
見
さ
れ
、
そ
れ
が
ボ
ロ
ボ
ロ
な
拭

態
で
見
つ
か
っ
た
と
主
張
す
る
の
は
、
書
物
を
担
遣
す
る
際
の
常
套

手
段
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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つ
ま
り
、
「
葛
洪
原
本
」
、
「
部
羅
編

纂
」
の
テ
キ
ス
ト
と
い
う
「
陳
士
元
」
の
主
張
は
あ
ま
り
に
荒
唐
無

稽
で
あ
り
、
「
小
引
」

の
作
者
は
陳
士
元
で
は
な
い
と
推
定
す
る
。

陳
士
元
は
古
人
の
著
作
を
担
遣
す
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
く
、
『
夢

占
逸
旨
』
全
馳
胞
が
、
「
夢
林
玄
解
』
に
そ
の
ま
ま
牧
容
さ
れ
た
時
に

無
理
矢
理
関
連
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
3
)
 
何
棟
如
の
「
夢
林
玄
解
紋
」

⑬
 

何
棟
如
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
?
『
明
史
」
巻
二
百

三
十
七
何
棟
如
俸
に
よ
る
と
、
無
錫
の
人
、
字
は
子
極
、
高
暦
二
十
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六
年
(
一
五
九
八
)
の
進
士
。
二
十
九
年
に
湖
康
余
事
の
鳴
麿
京
と

と
も
に
汚
職
官
吏
の
税
監
陳
奉
に
謹
告
さ
れ
、
下
獄
し
た
。
裏
陽
の

人
々
が
北
京
に
赴
い
て
無
賓
を
訴
え
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
出
獄

し
た
も
の
の
、
士
籍
を
削
ら
れ
て
蹄
郷
、
十
七
年
間
聾
居
し
て
い
た
。

天
啓
年
間
の
初
め
に
、
南
京
兵
部
主
事
に
起
用
さ
れ
た
。
後
に
遼
陽

が
陥
落
す
る
と
、
義
勇
軍
を
募
る
こ
と
と
な
り
、
何
棟
如
は
志
願
し

て
そ
の
事
業
に
か
か
わ
り
、
「
遂
に
帯
金
を
貰
え
て
樹
江
に
赴
き
、

六
千
七
百
人
を
得
」
た
が
、
「
募
る
所
の
兵
は
闘
を
出
る
を
畏
れ
、

⑬
 

多
く
は
逃
亡
す
」
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。
「
棟
如
は
志
は
鋭
け

れ
ど
も
才
は
疎
く
、
初
め
斯
に
在
り
で
は
、
浮
費
無
き
こ
と
能
わ

③
 

ず
」
と

『
明
史
』
に
評
さ
れ
る
よ
う
な
比
一
一
か
浮
つ
い
た
性
格
の
人
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
後
に
政
府
高
官
を
弾
劾
す
る
な
ど
し
て
再
び
下
獄

L
、
流
刑
と
な
っ
た
。
崇
棋
の
初
め
に
原
官
に
復
し
た
が
、

や
が
て

致
仕
し
て
な
く
な
っ
た
。
『
明
史
』

の
記
載
か
ら
は
彼
と

『
夢
林
玄

解
』
と
の
接
賄
を
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
彼
に
は

『
文
廟
雅
楽
考
』
二
巻
、

『
皇
明
四
大
法
』
十
二
巻
、
(
そ
れ
ぞ
れ

『
明
史
』
巻
九
十
六
、
九
十
七
雲
文
志
著
録
)
な
ど
の
著
書
が
あ
り
、

種
の
ブ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
的
な
存
在
で
も
あ
っ
た
。
彼
の
序
丈
に
耳
を

傾
け
て
み
よ
う
。

余
の
家
三
世
、
四
た
び
固
恩
を
受
け
、
古
紙
書
略
ぼ
具
わ
れ
り
。

週
ご
ろ
時
田
し
て
白
り
、
惟
だ
貯
う
る
所
の
書
籍
を
簡
ぴ
て
、

披
覧
し
て
日
を
消
す
。
露
飴
の
雑
集
中
従
り
、
偶
ま
一
一
編
を
得

た
り
。
取
り
て
こ
れ
を
覗
れ
ば
、
則
ち
夢
書
な
り
。
繕
閲
し
て

あ
と
ろ

半
ば
を
過
ぐ
る
に
、
こ
れ
に
詫
き
て
日
く
、
世
に
亦
た
是
の

主
日
有
る
や
と
。
何
ぞ
宇
内
妻
塞
と
し
て
多
く
は
見
ざ
る
や
。
而

し
て
余
の
先
人
濁
り
得
て
こ
れ
を
載
し
、
余
今
偶
ま
得
て
こ
れむ

を
設
す
。
山
豆
に
一
明
耐
世
れ
ん
と
欲
し
、
故
に
手
を
余
に
籍
る
や
。

ち
か

「
週
ご
ろ
」
と
あ
る
の
は
、
崇
顧
の
初
年
に
原
官
に
復
し
た
後
、
致
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仕
し
て
無
錫
に
踊
っ
て
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
家
載
の
本

の
中
か
ら
〔
ま
た
も
や
「
嚢
徐
」
と
あ
る
の
が
怪
し
い
で
は
な
い
か
。

お
そ
ら
く
謬
茎
孫
の
場
合
同
様
、
元
の
本
を
示
し
ょ
う
が
な
い
の
で

あ
る
〕
孫
爽
の
序
と
陳
士
元
の
小
引
を
冠
し
た

『
固
夢
秘
策
』
を
見

出
し
た
の
で
あ
る
。

簡
端
に
宋
皐
士
孫
爽
序
有
り
、
以
て
原
書
八
巻
、
内
園
註
一
巻
、

こ
れ
を
蘭
渓
道
士
に
得
し
者
と
矯
す
な
り
。
次
は
則
ち
進
士
陳

養
五
口
(
養
岩
は
陳
士
元
の
競
)
な
り
。
此
の
童
日
は
賓
に
音
の
仙
翁



葛
稚
川
の
異
本
、
宋
部
嘉
夫
先
生
の
輯
す
る
所
な
り
と
引
述
す
。

③
 

陳
公
は
則
ち
購
羅
哀
集
し
、
其
の
大
観
を
成
せ
る
者
な
り
。

何
棟
如
が
「
孫
爽
の
序
」
と
「
陳
士
一
冗
の
小
引
」
を
踏
ま
え
て
こ
こ

を
書
い
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
孫
・
陳
の
丈
章
を
俄
遣
し
た

の
は
何
棟
如
そ
の
人
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

何
棟
如
は
こ
の
書
が
た
つ
た
の
八
巻
し
か
な
く
、
そ
の
内
容
も
夢
占

い
に
限
ら
れ
て
い
る
の
を
不
満
に
思
い
、
友
人
ら
と
語
ら
っ
て

夢
融
策
」
の
掻
張
を
志
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。

遂
に
こ
れ
を
出
し
て
紫
水
氏
と
詳
参
卑
買
す
。
復
た
唐
の
薙
氏

載
す
る
所
の
穣
解
編
及
び
張
孝
廉
伯
起
輯
す
る
所
の
類
考
二
書

あ
わ

を
得
て
、
合
併
せ
て
録
成
し
、
の
お
玄
解
と
名
づ
け
、
冠
す
る

に
夢
林
を
以
て
す
。
巻
は
二
十
有
三
に
分
か
ち
、
類
は
百
五
十

わ
か

有
奇
を
列
ね
、
集
は
四
函
に
別
つ
。

一
は
夢
原
、

一
は
夢
論
、

一
は
夢
穣
、

一
は
夢
占
。
蓋
し
謂
ら
く
、
原
無
け
れ
ば
是
れ
以

て
本
源
を
探
る
無
き
な
り
。
論
無
け
れ
ば
猶
お
以
て
信
従
を
明

ら
か
に
す
る
無
き
な
り
。
一
曙
無
け
れ
ば
是
れ
以
て
不
詳
を
昨
く

る
無
き
な
り
。
占
無
け
れ
ば
直
ち
に
以
て
休
各
を
決
す
る
無
き

な
り
。
此
れ
余
と
紫
水
氏
の
哀
集
し
て
書
を
成
し
、
陳
公
の
未

「
夢
林
玄
解
」
の
成
立
(
大
平
)

③
 

だ
備
わ
ら
ざ
る
を
康
む
る
の
大
指
な
り
。

こ
こ
に
登
場
し
て
く
る
紫
水
氏
と
は
、
『
夢
林
玄
解
」
に
牧
め
ら
れ

て
い
る
「
夢
論
引
」
を
書
い
た
「
紫
水
山
人
黄
堂
」
を
指
す
。
「
夢

論
引
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
こ
こ
で
初
め
て

「
夢
林
玄
解
』

の

全
貌
が
見
え
た
わ
け
で
あ
る
。
夢
占
は
全
二
十
三
巻
、

一
五

O
徐
り

固

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
全
瞳
の
構
成
の
順
番
は
夢
原
・
夢
論
・
夢

一
喉
・
夢
占
か
ら
な
る
。
う
ち
夢
原
と
夢
論
は
張
伯
起
『
夢
占
類
考
』

に
、
夢
穣
は
唐
の
薙
錠
堅
が
著
し
た
一
隈
解
編
に
基
づ
く
、
こ
の
よ
う

に
何
棟
如
は
説
明
す
る
。
書
の
構
成
に
偏
り
は
無
い
の
だ
が
、
こ
の
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記
述
に
は
重
大
な
誤
り
が
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、

『
夢
占
類
考
』
は
歴

代
の
史
書
・
随
筆
・
小
説
な
ど
か
ら
、
吉
凶
の
結
果
を
伴
っ
た
夢
を

抜
き
出
し
て
来
て
、
分
類
配
列
し
た
書
物
で
あ
り
、
夢
の
理
論
に
は

闘
係
が
な
い
の
で
あ
る
。
何
棟
如
の
説
明
に
閲
わ
ら
ず
、
夢
原
・
夢

論
の
二
篇
は
何
棟
如
の
グ
ル
ー
プ
が
執
筆
・
編
集
し
た
も
の
に
他
な

ら
な
い
。
夢
一
様
の
も
と
と
な
っ
た
「
穣
解
編
」
の
著
者
と
さ
れ
る
潅

③
 

盆
堅
は
、
『
酉
陽
雑
担
』
前
集
巻
五
怪
術
に
「
潅
盆
堅
云
く
、
夜
を

主
ど
る
一
神
田
ん
、
こ
れ
を
持
す
れ
ば
功
梧
有
り
、
夜
行
及
び
寂
ぬ
る
に
、

恐
怖
悪
夢
を
己
む
可
し
と
、
児
に
日
く
、
婆
珊
婆
演
底
と
」
と
あ
る
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よ
う
に
、
ま
じ
な
い
師
で
あ
っ
た
。
「
一
脚
冗
経
』

一
巻
が
あ
っ
た
と

い
う
が
未
見
で
あ
る
。
何
棟
如
が
そ
れ
を
目
に
し
た
可
能
性
は
低
い

し
、
直
接
的
な
闘
係
は
薄
い
で
あ
ろ
う
。
最
後
の
夢
占
の
部
分
も
、

先
に
述
べ
た
理
由
か
ら
陳
士
元
の
八
巻
本
を
二
十
三
巻
に
増
補
し
た

の
で
な
く
、
彼
ら
が
す
べ
て
直
接
執
筆
し
た
に
違
い
な
い
。

つ
ま
り
、

全
睦
が
収
め
ら
れ
て
い
る
陳
士
元
の

『
夢
占
逸
旨
」
を
除
け
ば
、

『
夢
林
玄
解
』

の
ど
こ
を
取
っ
て
み
て
も
前
人
の
著
作
は
殆
ん
ど
無

く
、
す
べ
て
何
棟
如
の
グ
ル
ー
プ
の
手
に
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

成
立
年
代
は
何
棟
如
の
序
文
の
末
尾
に
あ
る
「
崇
柏
丙
子
一
之
日
穀

旦
束
呉
の
閏
首
居
士
何
棟
如
来
且
高
五
旦
に
書
す
」
の
通
り
、
崇
頑
九
年

(
一
六
三
六
)
と
推
定
さ
れ
る
。

(
4
)
 
黄
堂
の
「
夢
論
引
」

黄
堂
は
何
棟
如
の
周
遣
に
い
た
人
だ
ろ
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
詳
細

は
わ
か
ら
な
い
。
何
棟
如
が
「
紫
水
氏
」
と
栴
し
て
い
る
よ
う
に
、

競
は
「
紫
水
」
も
し
く
は
「
紫
水
老
人
」
o

一
六
三
四
)
同
卿
子
極
何
公
、
家
裁
の

夢
林
玄
解
一
書
を
出
し
、
不
信
に
訂
参
捌
補
を
属
す
。
且
つ
盆

甲
成
の
歳
(
崇
頑
七
年

に
貯
う
る
所
の
巻
朕
を
設
し
、
更
に
海
内
の
遺
編
を
購
い
、
以

て
授
け
て
日
く
、
書
は
一
占
に
止
ま
る
。
今
宜
し
く
附
す
る
に

一
様
昨
の
説
を
以
て
す
べ
し
。
蓋
し
悪
を
贈
り
吉
を
献
ず
る
は
、

周
曜
に
肪
ま
り
、
荒
誕
に
非
ざ
る
な
り
と
。
不
伎
は
唯
唯
た
り
。

一
本
は
養
五
日
(
陳
士
元
の
競
)
の
奮
に
しっ

く

て
、
駿
明
氏
(
夏
昌
を
指
す
)
の
集
む
る
所
に
し
て
、
心
を
悉

廼
ち
蚤
夜
簡
閲
す
。

し
て
考
較
す
。
次
は
其
の
編
目
、
其
の
蕪
素
を
菱
り
、
其
の
扶

お
ぎ
な

略
を
枠
い
、
敢
え
て
謬
ち
て
己
の
見
を
附
さ
ず
。
亦
た
復
た

嚢
童
日
の
残
議
の
品
に
非
ざ
る
な
り
。
凡
そ
雨
び
霜
汗
を
経
て
輯

44 

成
る

崇
棋
七
年
に
何
棟
如
が
「
家
戴
」
の
陳
士
一
冗
輯
『
夢
林
玄
解
」
と
そ

れ
以
外
の
夢
に
関
連
す
る
識
書
、
及
び
新
た
に
購
入
し
た
「
海
内
の

遺
編
」
を
責
堂
に
示
し
て
校
訂
・
増
補
を
依
頼
し
た
。
こ
の
段
階
の

『
夢
林
玄
解
』

は

「
書
は
一
占
に
止
ま
る
」
と
あ
る
通
り
、
「
夢

占
」
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
『
夢
林
玄
解
』

の
編
集
作
業
は
「
凡

そ
雨
び
汗
霜
を
経
」
て
二
年
で
終
了
し
た
の
で
あ
る
。
「
夢
論
引
」

は
さ
ら
に
「
夢
原
」
と
「
夢
論
」

の
ソ
l
ス
を
明
か
す
。
「
震
に
凌

虚
張
子
輯
む
所
の
夢
占
類
考
に
擦
り
て
、
こ
れ
を
推
麗
し
、
雨
つ
に



一
は
夢
論
と
日
い
、
往
指
を
稽
う
る
な
り
、

⑮
 

夢
原
と
日
い
、
訴
来
に
遡
る
な
り
。
」
こ
の
部
分
は
何
棟
如
の
序
と

」
れ
を
分
か
つ
。

完
全
に
一
致
す
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

『
夢
占
類
考
」
と

林
玄
解
」

の
「
夢
原
」
「
夢
論
」
は
内
容
的
に
重
な
る
所
は
な
く
、

黄
堂
の
記
述
は
あ
て
に
な
ら
な
い
。

こ
こ
ま
で
の
彼
ら
の
主
張
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

*
夢
林
玄
解
(
葛
洪
部
落
陳
士
元
)

夢
占
の
み
八
巻
。
「
葛
洪

部
落
」
ま
で
は
「
固
夢
秘
策
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
陳
士
元
の

段
階
で
「
夢
林
玄
解
」
と
稀
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
黄
堂
が

十
三
巻
に
増
補
。

*
夢
論
・
夢
原

『
夢
占
類
考
』
を
二
分
し
て
編

黄
堂
が
張
伯
起
の

集完
成
し
た
『
夢
林
玄
解
』
を
見
た
何
棟
如
は
こ
う
言
っ
た
と
い
う
。

ち
か
い

「
同
卿
見
て
喜
び
て
日
く
、
庶
幾
い
か
な
。
以
て
寓
内
載
籍
の
未
だ

備
わ
ら
ざ
る
所
を
補
う
べ
く
、
長
柳
煙
経
の
全
き
と
難
も
、
首
に
是

③
 

に
過
、
ぎ
ざ
る
べ
し
。
」

つ
ま
り
、
古
代
の
占
夢
書
が
完
全
な
形
で

残
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

「
夢
林
玄
解
』
を
凌
駕
す
る
こ
と
は
な
い

「
夢
林
玄
解
」
の
成
立
(
大
平
)

だ
ろ
う
と
断
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
で
も
論
ず
る
が
、

夢
原
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
「
長
柳
白
り
出
ず
」
と
さ
れ
る
数
多
く
の

夢

園
が
備
造
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

(
5
)
 
夏
昌
の
「
夢
一
機
叙
言
」

夏
昌
に
つ
い
て
も
黄
堂
同
様
、
今
の
と
こ
ろ
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

末
尾
に
「
四
明
沖
蓄
居
士
夏
昌
駿
明
氏
、
維
揚
の
舟
次
に
書
す
」
と

あ
り
、
「
四
明
」
か
ら
淵
江
省
の
人
ら
し
い
こ
と
は
わ
か
る
。
「
殺

一
言
」
に
は
、
「
夢
一
際
」
の
成
立
に
闘
わ
る
記
述
は
一
切
な
い
。
「
凡
そ
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経
史
載
籍
既
日
一
び
賓
笈
霊
編
の
、
一
た
び
穣
夢
に
渉
る
者
は
採
蒐
し
て

品
ゆ

筒
次
成
主
回
せ
ざ
る
無
し
と
云
う
」
の
よ
う
に
、
経
史
に
始
ま
り
、
道

数
等
の
砧
籍
に
取
材
し
て
、
悪
夢
被
い
の
記
事
は
す
べ
て
牧
め
た
と

一
言
っ
て
お
り
、
非
常
に
康
範
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
夢
一
醸
の
中
で

特
筆
大
書
す
べ
き
は
、
歴
代
の
書
物
に
載
っ
た
こ
と
の
な
い
、
悪
夢

の
内
容
に
即
し
て
描
か
れ
た
多
様
な
符
銭
と
、
易
の
理
論
と
結
、
び
つ

い
た
悪
夢
被
い
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
、
「
省
夢
須
占
易
象
説
」
と

「
六
十
四
卦
叉
象
辞
」
等
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
で
内
閣
丈
庫
本
す

な
わ
ち
崇
柏
九
年
刊
本
の
夢
原
・
夢
論
・
夢
一
隈
・
夢
占
の
す
べ
て
が
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そ
ろ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
殆
ん
ど
す
べ
て
が
何
棟
如
と
そ
の
周
遣
の

人
々
に
よ
っ
て
新
た
に
創
作
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。

と
こ
ろ
が
『
夢
林
玄
解
』
生
成
の
物
語
が
こ
れ
で
終
わ
る
わ
け
で

は
な
く
、
更
な
る
展
開
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。

(
6
)
 
李
登
の
「
夢
徴
小
引
」

さ
で
も
う
一
つ
の
崇
柏
刊
本
で
あ
る
中
圏
一
吐
曾
科
事
院
国
書
館
戴

本
に
は
、
新
た
に
李
登
の
「
夢
徴
小
引
」
が
加
わ
っ
て
い
る
。
残
念

な
が
ら
李
登
の
惇
記
も
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
末
尾
に
「
白
門

老
人
李
登
」
と
白
稽
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
陵
の
人
と
思
わ
れ
る
。

「
小
引
」
に
言
う
、
「
伯
起
張
氏
、
夢
に
感
じ
て
病
療
え
、
編
み
て

類
考
を
馬
る
。
其
の
採
録
は
博
く
、
其
の
絞
速
は
精
に
し
て
、
其
の

は

な

は

ね

ん

ご

ろ

用
心
は
良
だ
苦
な
り
。
余
は
復
た
こ
れ
が
矯
に
紋
較
を
補
い
、

舛
批
を
訂
し
、
全
肢
を
葉
成
し
、
こ
れ
に
題
し
て
徴
と
日
う
。
」
こ

れ
に
よ
れ
ば

夢
徴
は

『
夢
占
類
考
」
を
補
い
訂
正
し
た
も
の
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
賓
際
に
類
考
と
夢
徴
を
比
較
し
て
み
る
と
、

致

す
る
項
目
は
多
い
が
、
記
述
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
大
字
を
占
め

る
。
内
閣
文
庫
本
と
枇
舎
科
皐
院
本
の
最
大
の
遣
い
は
大
ま
か
な
目

次
の
立
て
方
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
本
は
元
集
夢
原
・
亨
集
夢
論
・
利

集
夢
穣
・
貞
集
夢
占
構
成
で
あ
り
、

tA胃
科
的
晶
子
院
本
は
、
夢
占
が
巻

首
に
来
て
、
以
下
夢
穣
・
夢
原
・
夢
徴
の
順
に
通
ん
で
い
る
。

す
る
と
順
番
が
壁
わ
っ
て
い
る
の
と
、
夢
論
が
廃
さ
れ
、
夢
徴
が
加 見

わ
っ
た
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
が
、
賓
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と

は
後
で
論
ず
る
こ
と
と
し
て
、
こ
の
「
夢
徴
小
引
」
が
い
つ
書
か
れ

た
の
か
確
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
手
が
か
り
は
や
は
り

末
尾
に
あ
る
。
「
戊
申
夏
五
白
門
老
人
李
登
書
。
」
こ
の
「
戊
申
」
は

ど
の
年
に
あ
た
る
の
か
っ
候
補
は
二
つ
あ
る
。
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一
つ
は
明
神
宗
の
寓

暦
三
十
六
年
(
一
六
O
八
)
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
清
聖
組
の
康
鼎

七
年
(
一
六
六
八
)
で
あ
る
。
李
登
が
何
棟
如
の
同
輩
と
す
る
と
、

第
一
の
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
次
の
手
掛
か
り
は
、
一
吐
曾

科
皐
院
本
に
の
み
あ
る
夢
徴
の
名
数
類
の
最
後
に
付
さ
れ
て
い
る

「
皇
明
鼎
一
冗
致
付
」
で
あ
る
。
「
皇
明
鼎
元
致
付
」
は
文
字
通
り
明

代
の
洪
武
年
聞
か
ら
天
啓
年
間
ま
で
の
拭
元
た
ち
が
、
及
第
前
に
見

た
夢
を
記
し
た
も
の
で
、
最
後
の
一
候
が
「
丈
賦
元
信
園
面
談
」
、

す
な
わ
ち
天
啓
二
年
ご
六
二
二
)
版
元
の
丈
震
孟
が
丈
天
鮮
の
夢

を
見
た
記
事
で
あ
る
。
「
夢
徴
小
引
」

の
執
筆
時
期
が
第
一
一
況
の
寓



暦
三
十
六
年
と
仮
定
す
る
と
、
こ
の
記
事
の
日
付
と
矛
盾
す
る
た
め
、

「
小
引
」
の
執
筆
時
期
は
康
照
七
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
結
論
を

言
え
ば
、
中
園
一
吐
舎
科
亭
院
本
は
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
よ
う

に
、
「
崇
顧
九
年
序
刊
本
」
で
は
な
く
、
康
照
七
年
序
刊
本
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
枇
曾
科
皐
院
本
に
入
っ
て
い

る
何
棟
如
序
を
見
直
す
と
、
驚
く
べ
き
こ
と
が
わ
か
る
。
何
棟
如
の

序
文
の
終
わ
り
近
く
、

『
夢
林
玄
解
』

の
構
成
を
説
明
し
て
い
る
と

こ
ろ
。
「
巻
は
二
十
有
三
に
分
か
ち
、
類
は
百
十
有
奇
を
列
ね
、
集

は
四
函
に
別
つ
。

一
は
夢
論
、

一
は
夢
占
。

一
は
夢
一
帳
、

一
は
夢
原
、

蓋
し
謂
ら
く
、
原
無
け
れ
ば
是
れ
以
て
本
源
を
探
る
無
き
な
り
。
論

無
け
れ
ば
是
れ
猶
お
以
て
信
従
を
明
ら
か
に
す
る
無
き
な
り
。
穣
無

け
れ
ば
是
れ
以
て
不
詳
を
昨
く
る
無
き
な
り
。
占
無
け
れ
ば
直
ち
に

以
て
休
処
口
を
決
す
る
無
き
な
り
。
」
こ
れ
を
李
登
は
次
の
よ
う
に
書

き
か
え
る
。
「
巻
は
三
十
有
四
に
分
か
ち
、
類
は
百
五
十
有
奇
を
列

ね
、
集
は
四
函
に
別
つ
。

一
は
夢
一
帳
、

一
は
夢
原
、

一
は
夢
占
、

は
夢
徴
。
蓋
し
謂
ら
く
、
占
無
け
れ
ば
是
れ
以
て
休
径
を
知
る
無
き

な
り
。
穣
無
け
れ
ば
猫
お
以
て
不
詳
を
昨
く
る
無
き
な
り
。
原
無
け

れ
ば
是
れ
本
源
を
探
る
無
き
な
り
。
徴
無
け
れ
ば
猶
お
信
従
を
決
す

「
夢
林
玄
解
」
の
成
立
(
大
平
)

、Jru 

る
無
き
な
り
o
」

つ
ま
り
、
内
閣
丈
庫
本
が
初
め
か
ら
夢
占
・
夢

一
隈
・
夢
原
・
夢
徴
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
た
か
の
よ
う
な
印
象
を

謹
者
に
輿
え
よ
う
と
し
て
、
「
吐
ム
胃
科
的
晶
子
院
本
の
編
集
を
行
っ
た
李
登

が
何
棟
如
の
序
文
を
改
寵
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
側
面
か
ら

裏
付
け
る
の
は
、
「
夢
林
玄
解
凡
例
」
で
あ
る
。

(
7
)
 
夢
林
玄
解
凡
例

内
閣
文
庫
本
の
夢
林
玄
解
凡
例
は
六
項
目
か
ら
成
っ
て
い
る
。

一
、
是
の
書
は
宋
の
景
祐
間
白
り
出
で
、
名
は
固
夢
秘
策
、
耳
目
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の
葛
稚
川
本
矯
り
。
縫
い
で
嘉
靖
朝
に
輯
せ
ら
れ
、
名
は
夢
主
日

玄
解
、
宋
の
部
康
節
本
矯
り
、
今
崇
顧
問
子
の
冬
に
成
る
。
蓋

し
前
代
の
大
成
を
集
め
、
千
古
の
一
叫
戴
を
護
し
、
且
つ
夢
を
葉

め
る
こ
と
林
の
如
し
。
故
に
顔
に
夢
林
と
日
い
、
玄
解
は
則
ち

下
山
ザ
一

d

k
ミ

其
の
奮
に
の
る
と
云
う
。

こ
の
部
分
は

「
夢
林
玄
解
』

の
成
立
事
情
を
何
棟
如
の
主
張
に
従
つ

て
説
明
し
た
も
の
で
、
社
合
科
的
晶
子
院
本
も
同
内
容
で
あ
る
。
第
二
の

項
目
は
次
の
通
り
。

な

一
、
総
べ
て
夢
林
と
命
づ
け
、
中
は
四
集
に
分
か
つ
。
首
に
夢
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原
を
著
わ
す
は
、
厭
の
源
委
を
挟
り
、
用
て
理
を
明
ら
か
に
す

る
な
り
。
次
は
夢
論
を
輯
す
、
名
言
を
篠
列
し
、
以
て
信
を
考

う
る
な
り
。
又
次
は
精
し
く
夢
穣
を
技
(
捜
)
し
、
参
ず
る
に

易
卜
を
以
て
す
る
は
、
推
準
を
佐
く
る
な
り
。
又
次
は
慶
く
夢

占
を
著
し
、
比
類
し
て
編
み
、
簡
研
に
便
な
ら
し
む
。
書
は
四

岐
せ
ず
し
て
、

③
 

す
る
な
り
。

一
に
玄
解
に
闘
す
る
は
、
統
有
る
を
明
ら
か
に

こ
の
一
段
は
内
閣
文
庫
本
『
夢
林
玄
解
』
の
構
成
が
夢
原
・
夢
理

夢
一
隈
・
夢
占
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
一
吐
A

官
科
事
院
本

は
最
初
の
八
字
が
同
じ
だ
け
で
、
あ
と
は
「
首
著
夢
占
、
比
類
而
編
、

便
簡
研
也
。
次
附
夢
一
様
、
参
以
易
課
、
佐
推
準
也
。
又
次
附
夢
原
、

保
列
名
言
、
用
明
理
也
。
又
次
附
夢
徴
、
稽
人
次
代
、
以
取
信
也
。

一
蹄
玄
解
、
明
有
統
也
。
」
で
あ
り
、
枇
合
同
科
向
学
院

而
巻
不
四
岐
、

本
の
構
成
で
あ
る
夢
占
・
夢
一
様
・
夢
原
・
夢
徴
に
合
わ
せ
て
饗
更
し

て
い
る
。
次
は
夢
原
に
閲
す
る
記
述
。
ま
ず
は
内
閣
丈
庫
本
。

は
じ
め

一
、
夢
原
は
首
に
占
訴
を
載
す
。
本
は
稚
川
よ
り
出
ず
る
も
、

久
し
く
漫
減
を
経
る
。
其
の
奮
簡
に
従
い
、
敢
え
て
妄
増
せ
ず
。

れ
き
だ
い

次
は
玉
喋
煙
遣
を
遮
ぶ
。
作
は
叔
徹
白
り
し
、
歴
孜
按
有
り
。

一
え
に
其
の
故
に
の
る
は
、
敢
え
て
前
賢
の
主
一
ん
を
滝
わ
ざ
る
な

つ
ぶ
さ

り
。
嗣
ぐ
に
二
気
五
一
刑
、
盛
衰
停
壁
を
以
て
し
、
園
説
具
に

載
す
。
以
て
此
の
遁
に
志
有
る
者
を
し
て
、
況
研
通
慣
に
便
な

ね
が
わ
く

ら
し
む
、
庶
幾
は
、
園
夢
一
術
、
草
に
子
い
て
復
た
振
わ
ん
こ

倫
明

シ」
J
T
}
O

内
閣
文
庫
本
で
は
、
葛
洪
の
作
と
さ
れ
る
、
「
観
天
地
之
合
日
」
に
始

ま
る
十
三
候
の
占
夢
術
の
総
論
と
、
「
晋
の
叔
徹
索
」
作
の
「
王
様

輝
遣
」
、
陰
陽
二
日
未
の
盛
衰
に
よ
っ
て
見
る
夢
が
饗
化
す
る
八
種
類

の
「
園
説
」
、
心
・
牌
・
肺
・
腎
・
肝
の
五
一
柳
の
相
聞
に
よ
り
、
夢

の
吉
凶
が
愛
化
す
る
十
三
種
類
の
「
固
説
」
〔
古
代
の
夢
書
長
柳
に
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起
源
す
る
と
あ
る
〕
、

五
臓
に
釘
躍
す
る
夢
の
事
象
〔
例
え
ば
肝
臓

な
ら
ば
闘
殴
・
割
殺
・
争
訟
な
ど
〕
、
五
臓
に
封
磨
す
る
物
〔
例
え

ば
肝
臓
な
ら
ば
風
・
雷
・
橋
・
林
木
な
ど
〕
を
解
説
し
た
章
段
が

入
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
枇
舎
科
皐
院
本
で
は
、
「
夢
原
」
は
解
瞳

さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
総
論
の
部
分
は
「
夢
上
巳
の
巻
首
に
移
さ
れ
、

二
試
盛
衰
と
五
一
柳
は
順
番
が
逆
に
な
っ
て
「
夢
占
」
の
最
後
の
方
、

巻
二
十
四
に
移
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
枇
合
日
科
皐
院
本
の
「
夢

原
」
の
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
?
枇
舎
科
挙
院
本



の
凡
例
を
見
て
み
よ
う
。

一
、
夢
原
は
、
凡
そ
先
朝
の
聖
哲
、
歴
代
の
名
賢
、
互
い
に
闇

宣
有
り
。
其
の
或
い
は
↓
咽
て
慮
幻
と
矯
し
、
寓
言
無
夢
等
の
語

は
、
概
し
て
置
き
て
録
さ
ず
。
弦
こ
に
採
る
所
の
者
は
、
上
は

素
間
六
経
二
十
一
史
六
子
百
家
白
り
外
、
下
は
貌
音
唐
宋
名
公

の
集
に
逮
る
、
苛
く
も
夢
と
護
明
す
る
者
有
ら
ぱ
、
次
第
し
て

編
輯
せ
ざ
る
無
し
。
乃
ち
稗
家
の
悠
謬
し
、
淫
を
宣
べ
て
根
あ

ら
ざ
る
若
き
は
、
亦
取
る
無
き
な
り
。
こ
れ
を
捷
る
者
を
し
て

聖
賢
の
言
を
信
じ
、
益
ま
す
占
夢
の
術
を
信
じ
る
こ
と
、
一
敗
の

⑪
 

白
り
て
来
る
有
ら
令
む
る
に
務
め
る
と
云
う
爾
。

歴
代
の
聖
賢
の
書
や
、
有
名
人
の
言
説
か
ら
夢
に
閲
す
る
も
の
を
取

り
出
し
て
並
べ
、
後
半
は
陳
士
元
の

『
夢
占
逸
旨
」

の
全
丈
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
内
閣
丈
庫
本
の
「
夢
論
」
と
全
く

同
内
容
で
あ
る
。
次
は
「
夢
穣
」
で
、
こ
の
部
分
内
閣
文
庫
本
、
一
吐

曾
科
目
学
院
本
と
も
に
同
丈
で
あ
る
。

一
、
夢
穣
の
義
は
、
周
穫
に
起
り
、
嫌
疑
を
判
決
す
る
に
、
復

た
周
易
に
参
す
。
其
の
読
は
朗
を
省
み
徳
を
修
め
る
を
以
て
主

と
矯
し
、
呪
勅
は
こ
れ
に
次
ぎ
、
符
鎮
は
こ
れ
に
次
ぎ
、
薬
物

「
夢
林
玄
解
」
の
成
立
(
大
平
)

解
厭
は
又
こ
れ
に
次
ぐ
。
載
せ
る
こ
と
星
辰
の
塞
落
た
る
が
若

そ
な

く
、
覧
る
こ
と
日
月
の
昭
明
の
如
く
、
信
心
を
塀
う
る
者
、
至

ぬ一

誠
を
積
み
て
以
て
こ
れ
を
行
え
ば
、
自
ら
験
あ
ら
ざ
る
無
し
。

「
夢
一
醸
」
の
主
な
内
容
は
、
夢
を
見
た
ら
そ
の
内
容
に
闘
係
な
く
、

六
個
の
コ
イ
ン
を
使
っ
て
易
を
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、
吉
凶
を
判
定

す
る

「
省
夢
須
占
易
説
」
、
悪
夢
被
い
の
呪
文
、
悪
夢
の
種
別
に

よ
っ
て
使
い
分
け
る
符
銭
十
種
、
悪
夢
を
見
た
日
に
よ
っ
て
使
い
分

け
る
符
銭
十
二
種
、
三
戸
に
よ
っ
て
起
こ
る
悪
夢
を
被
う
符
銭
、
悪

夢
を
被
う
薬
物
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
本
の
最
後
は
「
夢
占
」
で
あ
る
。
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「
夢
占
」
の
凡
例
は
「
夢
一
醸
」
同
様
、
二
本
と
も
に
ま
っ
た
く
同
内

日
本
円
で
あ
る
。

一
、
夢
占
の
奮
刻
は
、
直
叙
し
て
書
を
成
し
、
綱
目
を
分
か
た

ず
、
未
だ
尋
覧
に
便
な
ら
ず
。
必
ず
や
俗
本
の
如
き
は
、
韻
語

を
編
成
し
、
反
っ
て
先
賢
の
旨
を
失
う
。
故
を
以
て
字
句
に
拘

あ

ら
ず
、
夢
の
短
長
に
随
い
、
或
い
は
夢
を
逐
い
て
綱
を
提
げ
、

或
い
は
一
綱
に
し
て
数
夢
、

或
い
は
毎
兆
に
幾
占

或
い
は

占
に
し
て
幾
兆
、
或
い
は
占
有
り
て
即
ち
に
附
す
る
に
験
を
以

て
し
、
或
い
は
験
を
載
せ
て
賛
す
る
に
占
を
以
て
せ
ず
。
そ
の
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聞
の
詳
略
損
盆
は
互
い
に
淵
原
有
り
。
大
約
新
増
に
出
る
者
は

什
の
三
、
奮
本
を
宗
と
す
る
者
は
什
の
七
、
部
類
を
剖
別
し
、

③
 

柳
か
流
携
に
供
す
。
領
曾
貫
通
す
る
は
、
自
ら
霊
心
に
在
ら
ん
。

「
夢
占
」
は

『
夢
林
玄
解
』

「
天
象
部

の
中
心
部
分
で
あ
り
、
巻

天
類

星
斗
」
に
始
ま
り
、
巻
二
十
三
「
名
数
部

日
月

名
古生

報
麿

雑
験
」
に
終
わ
る
六
七
類
に

異
姓

定
数

奇
名

分
か
れ
、
四
九
二

O
候
の
夢
占
い
の
項
目
を
含
ん
で
い
る
。
史
上
最

大
の
規
模
を
誇
る
だ
け
で
な
く
、
シ
ン
ボ
ル
の
説
明
、
占
断
の
論
理

(
な
ぜ
吉
凶
と
判
断
で
き
る
の
か
)
の
説
明
な
ど
、
既
成
の
類
書
に
は

絶
え
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
記
述
が
多
々
存
在
す
る
。
「
必
ず
や
俗
本

の
如
き
は
、
韻
語
を
編
成
し
、
反
っ
て
先
賢
の
旨
を
失
う
o
」
と
い

う
の
は
、
歴
代
の
日
用
百
科
全
書
、
例
え
ば

「
居
家
必
用
事
類
』
丙

集
「
夢
寂
因
想
」
に
入
っ
て
い
る
、
「
夢
風
吹
衣
疾
病
至
」
(
夢
に
風

が
衣
を
吹
か
ば
疾
病
至
る
)
な
ど
の
七
言
の
「
韻
五
巴
を
指
す
の
で
あ

hu
よ
そ

ろ
う
。
「
大
約
新
増
に
出
る
者
は
什
の
三
、
奮
本
を
宗
と
す
る
者
は

什
の
七
」
と
い
う
の
も
興
味
深
い
。
お
そ
ら
く
夢
占
の
殆
ん
ど
が

「
新
増
に
出
る
者
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
書
く
こ
と
に
よ
っ
て

克
罪
符
を
得
た
気
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
大
盗
が
罪
滅
ぼ
し
の
た
め

に
貧
民
の
た
め
に
聞
い
た
飯
屋
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
内
閣
文
庫

本
は
次
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。

一
、
是
の
書
は
、
捜
別
慶
遠
に
し
て
、
出
る
に
機
縁
有
り
、
輯

は
較
だ
辛
繁
に
し
て
、
成
る
は
有
簡
に
非
ず
。
員
に
蓋
代
以
来
、

未
だ
こ
れ
を
恒
に
は
賭
ざ
る
者
な
り
。
且
つ
繍
給
は
精
工
、
剖

た

い

せ

つ

③

剛
は
審
慣
に
し
て
、
目
を
具
、
つ
る
者
こ
れ
を
珍
に
せ
よ

「
異
に
蓋
代
以
来
、
未
だ
こ
れ
を
恒
に
は
陪
ざ
る
者
な
り
」
と
は
ま

さ
に
皮
肉
そ
の
も
の
で
あ
る
。
自
ら
担
造
し
た
の
だ
か
ら
、
「
恒
に

暗
」
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
嘗
然
、
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
こ
の
部
分
は
枇
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ム
胃
科
向
学
院
本
に
は
な
い
。
最
後
の
署
名
は
内
閣
丈
庫
本
で
は
「
葬
玉

棲
主
人
翁
元
泰
識
」
で
あ
る
。
「
翁
元
泰
」
は
明
末
の
蘇
州
で
活
躍

し
た
出
版
業
者
で
、
葬
玉
棲
書
坊
と
い
う
書
障
を
や
っ
て
お
り
、
李

一倫明

率
龍
の
『
詩
韻
輯
要
」
等
を
出
版
し
た
。
内
閣
文
庫
本
の

『
夢
林
玄

解
』
の
封
面
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

稚
川
葛
悟
翁
秘
本

夢
林
玄
解

夢
占
一
書
、
園
経
は
既
に
秦

の
矩
に
錯
え
、
術
業
は
漢
儒
に
麿
せ
ら
れ
て
、
邑
(
詮
は
暗
る
こ

と
四
干
に
、
残
本
批
惇
す
る
に
致
る
。
忍
に
何
同
卿
先
生
家
裁
の

亙
日
葛
仙
翁
秘
本
を
出
し
て
、
最
に
参
訂
を
加
え
、
全
主
日
を
葉
成



す
。
寛
る
者
を
し
て
一
夢
有
れ
ば
、
必
ず
一
占
有
り
、

占
有

れ
ば
、
必
ず
一
験
有
ら
し
む
。
誠
に
先
聖
の
玄
幾
、
高
明
の
金

た
い
せ
つ

鑑
な
り
。
具
眼
の
ひ
と
こ
れ
を
珍
に
せ
よ
。
南
城
翁
少
麓
護

⑩
 

一TJ
0

4
イ
』

翁
少
麓
は
翁
元
泰
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
し
、
字
は
少
麓
で
あ
る
と

推
定
さ
れ
る
。
一
吐
舎
科
挙
院
本
の
夢
林
玄
解
凡
例
に
は
こ
の
最
後
の

一
段
は
無
く
、
そ
の
か
わ
り
に
「
夢
徴
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

そ
れ
を
詳
し
く
誼
ん
で
お
こ
う
。

一
、
夢
徴
。
門
を
分
か
ち
部
を
別
つ
。
而
し
て
門
部
の
内
に
、

又
復
た
類
分
す
。
天
象
部
は
、
天

日
に
先
ん
じ
、
形
象
部
は

首

項
に
先
ん
ず
の
類
の
如
き
な
り
。
類
の
中
は
各
の
世
代
の

先
後
を
以
て
こ
れ
を
列
ぬ
。
其
の
世
代
甚
だ
相
い
遠
か
ら
ざ
る

者
は
、
則
ち
正
史
を
先
に
し
て
諸
家
を
後
に
す
。
大
要
は
夢
占

め
い

一
編
と
相
表
裏
を
矯
す
者
な
り
。
又
易
狗
鴛
瓦
、
赤
犬
龍
に
化

す
の
解
の
若
き
有
り
。
賓
事
に
非
ざ
る
と
雄
も
、
亦
た
想
因
に

係
り
、
且
つ
紀
載
撮
る
有
り
、
故
に
特
に
こ
れ
を
存
す
。
本
朝

の
諸
事
に
至
り
で
は
、
倶
に
こ
れ
を
吾
皐
編
、
皇
明
通
紀
、
明

興
雑
記
、
孤
樹
哀
談
諸
書
に
採
る
、
連
日
此
れ
に
先
ん
じ
て
己
に

「
夢
林
玄
解
」
の
成
立
(
大
平
)

、爪川
Y

A
ほけ¥

刊
行
を
経
し
者
な
り
。

こ
の
記
述
で
面
白
い
の
は
康
照
の
刊
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
本
朝
の
諸
事
」
と
言
っ
て
い
る
酷
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、

枇
A
胃
科
向
学
院
本
の
末
尾
に
は
「
皇
明
鼎
元
夢
孜
」
と
い
う
項
目
が
あ

る
の
で
、

そ
れ
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
極
め
つ
け
は
一
吐
曾
科
皐

院
本
「
夢
林
玄
解
』

の
凡
例
の
末
尾
の
署
名
が
「
来
春
堂
闇
首
居
士

識
」
と
、
翁
元
泰
か
ら
何
棟
如
に
費
え
ら
れ
て
い
る
事
賓
で
あ
る
。

何
棟
如
の
序
の
改
編
と
同
様
、
宛
も
そ
れ
が
原
本
の
凡
例
で
あ
る
か

の
よ
う
な
錯
畳
を
奥
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
祉
舎
科
向
学
院

51 

本
の
編
集
者
李
登
の
技
滑
さ
が
う
か
が
え
る
。

今
ま
で
に
わ
か
っ
た
内
閣
丈
庫
本
と
枇
合
科
撃
院
本
の
封
麿
関
係

τ占ァ 言宮穣主7子 宮七言口町吉r 、 雪原王宮r 

夢徴 夢穣
夢

夢巻占
夢占 普夢

事与本院
原
( ( 

ロ廿内ヤ ι甘内そ~十
lま 四 lま
内 、内
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を
整
理
し
て
お
く
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

信
用
一
二
車
早

三ι
匝岡

J士
小口

『
夢
林
玄
解
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
大
韓
次
の
よ
う
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

①
内
閣
丈
庫
本
(
崇
顧
本
)
の
編
輯
者
は
何
棟
如
を
中
心
と
す
る
グ

ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
何
の
他
に
は
夏
昌
、
黄
(
夢
)
堂
が
い
た
。
出

版
し
た
の
は
蘇
州
の
翁
元
泰
。
「
夢
林
玄
解
凡
例
」
に
署
名
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
編
輯
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
葛

洪
原
本
、
部
落
輯
の
「
固
夢
秘
策
』
は
も
ち
ろ
ん
架
空
の
書
物
で
あ

り
、
孫
爽
の
序
も
担
遣
さ
れ
た
。
陳
士
元
の
闘
輿
は
な
く
、
そ
の
名

が
冠
せ
ら
れ
た
の
は
、
彼
の

「
夢
占
逸
己
日
』
が
夢
論
に
丸
々
牧
め
ら

れ
た
縁
に
よ
る
。
も
ち
ろ
ん
陳
士
元
の
「
小
引
」
も
備
作
で
あ
る
。

②
枇
舎
科
的
学
院
本
の
編
輯
者
は
李
登
で
あ
り
、
刊
行
は
康
照
年
問
。

彼
は
夢
原
を
解
醒
し
て
夢
占
の
前
後
に
配
し
、
夢
占
を
先
頭
に
も
っ

て
き
た
。
夢
論
を
夢
原
と
改
稿
し
た
。
夢
一
醸
の
後
に
白
分
が
書
い
た

夢
徴
を
置
き
、
数
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
自
ら
の
康
照
年
間
刊
本
を
原

本
と
思
わ
せ
る
た
め
に
、
李
棟
如
の
序
文
、
凡
例
に
手
を
入
れ
た
。

「
夢
林
玄
解
』
が
中
国
の
占
夢
史
上
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ
る
こ

と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
中
園
精
神
史
上
に
持
つ
意

義
は
巨
大
で
あ
る
。
明
末
清
初
に
存
在
し
た
夢
に
閲
す
る
言
説
を
集

大
成
し
た
本
書
は
ま
さ
に
空
前
絶
後
の
書
物
で
あ
り
、
以
後
内
容
を

詳
し
く
紹
介
し
、
全
瞳
の
翻
語
を
も
試
み
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

+主①
内
閣
文
庫
(
現
凶
立
公
文
書
館
)
会
九
五
六
年
刊

②
中
華
書
局
景
印
斯
江
杭
州
本
一
九
八
二
年
第
二
次
印
刷

③
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
明
陳
士
元
撲
、
何
棟
如
重
輯

0

・
:
士
元
初

作
夢
主
目
元
解
、
何
棟
如
因
而
属
之
。
分
夢
占
二
十
六
巻
、
夢
一
様
二
巻
、

夢
原
一
巻
、
夢
徴
五
巻
。
前
有
凡
例
、
是
主
目
在
宋
景
祐
同
名
園
夢
秘
策
、

震
音
葛
洪
原
本
、
而
宋
部
落
輯
之
者
。
其
一
一
百
無
可
讃
様
。
又
有
孫
一
興
序

一
篇
、
時
肝
気
織
俗
、
蓋
術
家
依
託
之
文
、
士
元
生
寸
不
及
排
也
o
」

④
敦
煙
本
夢
童
日
鄭
伺
林
羊
再
編
集
世
界
文
化
出
版
枇
一
九
九
五
年

エー
⑤
原
文
は
以
下
の
逼
り
。
「
難
爽
惹
愚
、
白
正
業
而
外
、
凡
墜
薬
星
算
、

著
占
風
鑑
、
興
夫
稗
官
雑
載
之
書
、
於
乞
骸
之
後
、
無
不
一
一
寓
撹

罵。」

⑥
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
丙
子
之
春
二
月
、
偶
経
蘭
渓
道
上
、
遇
一

羽
衣
。
負
大
陸
、
書
一
地
震
臨
時
、
高
貝
符
訴
字
、
大
言
曾
受
異
惇
o
」
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⑦
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
某
白
弱
冠
棄
家
、
雲
水
天
下
、
垂
二
十
年
、

獲
遇
一
史
。
蒼
顔
偉
幹
、
僑
居
鹿
山
石
室
中
、
修
員
畔
穀
。
私
議
粧
之
、

紘
一
進
執
弟
子
之
種
、
傾
心
折
節
者
三
載
。
受
忽
謂
某
目
、
汝
骨
近
凡
、

非
我
侶
也
。
将
去
汝
。
惜
汝
勤
事
有
目
、
無
以
一
馬
断
。
秘
書
三
策
、
人

間
久
鉄
、
汝
敬
珍
之
、
可
以
立
名
。
母
妄
洩
設
、
授
之
匪
人
、
徒
被
謎

耳
。
啓
所
示
書
、
一
策
則
以
訴
字
占
人
休
谷
、
一
策
則
以
童
目
符
療
人
疾

苦
、
其
一
策
是
丹
周
囲
夢
之
訣
o
」

⑧
『
宋
史
』
巻
四
百
三
十
一
孫
爽
惇
。
『
宋
史
』
は
中
華
書
局
排
印
本

を
用
い
た
。
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
臣
愚
、
所
開
天
何
言
哉
、
且
旦
有

童
日
也
ワ
」

⑨
宋
人
の
随
筆
を
讃
む
と
、
し
ば
し
ば
超
現
賓
的
な
出
来
事
が
記
逮
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
親
族
、
知
人
と
い
っ
た
他
人
の
懐

験
で
あ
っ
て
、
本
人
の
髄
験
を
描
い
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
言
っ

て
さ
し
っ
か
え
な
い
。

⑬
『
歴
代
名
人
年
旦
碑
停
線
表
』
美
亮
夫
撰
官
官
旦
湾
尚
務
印
書
館
一

九
七
五
年
刊
。

⑪
原
文
は
次
の
通
り
。
「
余
白
感
夢
、
撲
矯
逸
旨
、
刻
成
、
己
行
海
内

失
0

・
・
・
甲
子
之
春
、
購
得
一
書
、
名
潟
園
夢
秘
策
。
」

⑫
原
文
は
次
の
通
り
。
「
巻
端
有
記
H
、
康
節
先
生
輯
。
則
翁
宋
尭
夫

郁
子
之
所
編
無
疑
。
但
未
知
其
始
子
何
人
也
o
」

⑬
二
首
の
詩
を
以
下
に
翠
げ
る
。
巻
一
一
一
の
夢
中
吟
に
は
「
夢
中
夢
を

説
き
て
猶
お
能
く
憶
う
、
夢
よ
り
覚
め
て
夢
中
還
お
又
た
隔
た
る
。
今

た

ず

H
の
恩
光
空
し
く
喜
歎
、
首
年
の
意
愛
尋
覚
ね
難
し
。
水
流
れ
と
成

「
夢
林
玄
解
」
の
成
立
(
大
平
)

る
虚
血
一
旦
に
撃
無
か
ら
ん
や
、
花
謝
む
に
到
る
時
安
ん
ぞ
色
有
ら
ん

や
。
此
れ
を
過
ぎ
て
相
い
逢
う
陪
路
の
人
、
都
べ
て
元
来
曾
て
相
い
識

る
が
如
し
」
と
あ
り
、
巻
十
三
の
「
童
旦
夢
」
に
は
「
夢
裏
郷
闘
に
到

る
、
郷
閥
二
十
年
。
依
稀
た
り
新
図
士
、
隠
約
た
り
奮
山
川
。
身
は

己
に
煙
霞
の
外
、
人
家
は
道
路
の
透
。
間
寛
め
来
り
て
猫
お
目
に
在
り
、

ひ
た
す

一
銅
但
ら
粛
然
た
り
」
と
あ
る
。
『
伊
川
撃
壌
集
』
の
引
用
は
四
部

叢
刊
所
牧
本
に
撮
っ
た
。

⑪
原
文
は
次
の
通
り
。
「
士
一
川
、
字
心
叔
、
雁
城
人
。
嘉
靖
甲
辰
進
士
。

官
百
七
灘
州
知
州
。
」

⑬
原
文
は
次
の
通
り
。
「
嘉
靖
壬
戊
秋
八
月
既
望
、
陳
子
坐
蒲
陽
軒
中
、

路
月
色
之
漸
高
、
析
桂
華
之
始
放
、
感
田
川
川
前
之
輔
特
設
、
念
条
淳
之
循
環
。

於
是
翠
酒
ム
叩
酌
、
興
後
成
酎
。
枕
箪
載
清
、
蹟
然
就
寝
。
暗
眉
之
老
史
、

披
霞
服
而
降
庭
、
授
余
会
函
、
金
文
舷
目
、
宛
刷
附
川
町
之
古
豪
、
欲
宣
諦

而
未
能
。
裁
襲
袖
問
、
猶
恐
遺
脱
。
獲
玄
奇
玩
、
心
復
生
疑
。
乃
再
拝

而
間
曳
H
、
余
輿
君
遇
、
無
乃
夢
乎
。
由
工
笑
日
、
何
遇
非
夢
、
何
夢
非

員
。
忽
起
諜
替
、
余
遂
驚
覚
、
坐
而
哨
嘆
、
是
何
鮮
也
o
」
『
夢
上
口
泌
一

己
口
』
の
引
用
は
陳
士
一
川
撰
『
蹄
雲
別
集
』
所
牧
本
を
用
い
た
。
な
お

「
夢
占
漁
一
旨
』
に
つ
い
て
は
、
清
水
洋
子
氏
に
よ
る
優
れ
た
論
考
、
諜

注
が
あ
る
o

(

「
『
夢
占
逸
己
口
』
外
篇
に
つ
い
て
」
待
兼
山
論
叢
第
三
十

八
競
哲
間
半
篇
「
「
夢
占
逸
己
円
』
に
み
る
陳
士
元
の
夢
の
思
想
|
|
「
異

人
不
夢
」
を
め
ぐ
っ
て
」
『
束
方
宗
教
」
第
百
五
波
、
「
陳
士
一
万
『
夢
占

逸
旨
」
の
山
夢
理
論
と
そ
の
構
造
|
|
『
周
嘘
』
の
占
夢
法
と
の
関
係

か
ら
|
|
」
中
園
語
中
園
文
化
第
五
競
、
「
陳
士
一
万
『
夢
占
逸
旨
』
内
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中
園
文
学
報

第
八
十
二
冊

篇
誇
注

H
」
「
同
口
」
「
同
日
」
中
園
研
究
集
刊
生
披
、
出
娘
、
麗
披
)

⑬
原
文
は
以
下
の
通
り
、
「
巻
朕
議
鋭
、
殺
識
漫
滅
。
僅
子
占
蘇
之
尾
、

残
失
数
一
一
百
、
有
非
洪
私
説
、
委
有
源
流
之
語
。
又
有
成
康
中
三
字
、
稽

諸
史
博
、
授
厭
歳
元
、
又
属
倦
翁
蔦
稚
川
所
著
無
疑
失
。
」

⑫
中
華
書
局
排
印
本
を
用
い
た
。

⑬
原
文
は
以
下
の
通
り
、
「
遂
驚
択
巾
金
赴
漸
江
、
得
六
千
七
百
人
」

0

⑬
原
文
は
以
下
の
通
り
、
「
所
募
兵
畏
山
閥
、
多
逃
亡
。
」

⑩
原
文
は
以
下
の
通
り
、
「
棟
如
志
鋭
而
才
疎
、
初
在
所
、
不
能
無
浮

費」。

③
原
文
は
以
下
の
通
り
、
「
余
家
三
世
、
四
受
園
恩
、
裁
書
略
具
。
遡

白
鴎
田
、
惟
簡
所
貯
書
籍
、
披
覧
消
日
。
従
露
飴
雑
集
中
、
偶
得
一
編
。

取
而
覗
之
、
則
夢
童
H

也
。
絡
閲
過
宇
、
詫
之
目
、
世
亦
有
是
書
耶
。
何

宇
内
窮
者
妻
、
不
多
見
也
耶
。
而
余
先
人
濁
得
而
誠
之
、
余
今
者
偶
得
而

滋
之
。
山
豆
神
秘
欲
池
、
故
蒋
手
於
余
耶
。
」

⑫
原
文
は
以
下
の
通
り
、
「
筒
端
有
宋
皐
士
孫
爽
序
、
以
篤
原
書
八
巻
、

内
国
註
一
巻
、
得
之
蘭
渓
這
士
者
也
。
次
則
進
士
陳
養
五
口
。
引
遮
此
童
日

賓
耳
目
仙
翁
葛
稚
川
員
本
、
宋
部
嘉
夫
先
生
所
輯
。
而
陳
公
則
購
羅
哀
集
、

而
成
其
大
税
者
也
。
」

③
原
文
は
以
下
の
通
り
、
「
途
出
之
、
輿
紫
水
氏
、
詳
参
叫
博
覧
。
復
得

唐
潅
氏
所
載
一
様
解
編
、
及
張
孝
廉
伯
起
所
輯
類
考
二
書
、
合
併
録
成
、

の
名
玄
解
、
冠
以
夢
林
。
巻
分
二
十
有
三
、
類
列
百
五
十
有
奇
、
集
別

四
由
。
二
夢
原
、
一
夢
論
、
一
夢
穣
、
一
夢
占
。
蓋
謂
、
無
原
田
疋
無
以

探
本
源
也
。
無
論
猫
無
以
明
信
従
也
。
無
一
様
是
無
以
辞
不
詳
也
。
無
占

直
無
以
決
休
答
也
。
此
余
興
紫
水
氏
哀
集
成
書
、
庚
陳
公
所
未
備
之
大

指
也
。
」

⑫
方
南
生
貼
校
中
華
書
局
排
印
本
一
九
八
一
年
刊
。
原
文
は
以
下
の
通

り
。
「
羅
盆
堅
云
、
主
夜
一
岡
田
凡
、
持
之
有
功
徳
、
夜
行
及
謀
、
可
己
恐

怖
悪
夢
。
見
目
、
婆
珊
婆
演
底
。
」

⑮
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
甲
戊
之
歳
、
同
卿
子
極
何
公
、
山
川
家
裁
夢

林
玄
解
一
主
尺
属
不
候
一
訂
参
/
捌
補
罵
。
且
盆
議
所
貯
者
軟
、
更
購
海
内

遺
編
、
以
授
日
、
主
目
止
ム
占
。
今
宜
附
以
穣
畔
之
説
。
蓋
婚
思
献
吉
、

肪
乎
胤
雄
、
非
荒
誕
也
。
不
俵
唯
唯
。
廼
蚤
夜
簡
閲
。
一
本
養
吾
之
蓄
、

奥
駿
明
氏
所
集
、
悉
心
考
較
。
次
其
編
目
、
変
其
益
…
丈
品
川
、
禅
其
飲
略
、

不
敢
謬
附
己
見
。
而
亦
非
復
嚢
主
目
之
残
議
以
失
。
凡
雨
経
霜
汗
輯

成。」

⑧
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
愛
擦
凌
虚
張
子
所
輯
夢
占
類
考
、
而
推
属

之
、
雨
分
之
。
一
日
夢
論
、
稽
往
指
也
、
一
日
夢
原
、
遡
怒
来
也
o
」

⑫
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
同
卿
見
而
喜
日
、
庶
幾
哉
。
可
以
補
寓
内

載
籍
所
未
備
、
難
長
柳
輝
一
経
之
全
、
首
不
過
'
口
-L
失。」

⑧
原
文
は
次
の
通
り
、
「
凡
一
経
史
載
籍
笠
賓
笈
霊
編
、
一
渉
乎
穣
夢
者
、

無
不
採
蒐
而
筒
次
成
書
云
。
」

⑮
原
文
は
次
の
通
り
。
「
伯
起
張
氏
、
感
夢
病
媛
、
編
潟
類
考
。
其
採

録
博
、
其
絞
述
精
、
其
用
心
良
苦
。
而
余
復
潟
之
補
快
較
、
訂
舛
靴
、

且
案
成
全
般
、
題
之
日
徴
。
」

⑩
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
巻
分
三
十
有
四
、
類
列
百
五
十
有
奇
、
集

別
四
函

O

会
夢
上
口
、
一
夢
穣
、
一
夢
原
、
一
夢
徴
。
蓋
謂
、
無
山
田
疋
無
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以
知
休
答
也
。
而
和
市
…
一
様
猶
無
以
降
不
鮮
也
。
無
原
日
疋
無
以
探
本
源
也
。

而
無
徴
猶
無
以
決
信
従
也
。
」

⑧
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
一
、
是
書
出
自
宋
景
結
問
、
名
園
夢
秘
策
、

震
耳
目
葛
稚
川
本
。
継
輯
於
嘉
靖
朝
、
名
夢
童
日
玄
解
、
震
宋
部
康
節
本
、

今
成
於
崇
禎
丙
子
之
冬
。
蓋
集
前
代
之
大
成
、
愛
千
古
之
恥
寂
、

R
葉

夢
如
林
罵
。
故
顔
日
夢
林
、
而
玄
解
則
仰
其
奮
云
o
」

⑧
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
一
、
総
ム
叩
夢
林
、
中
分
四
集
。
首
著
夢
原
、

授
欧
源
委
、
用
明
理
也
。
次
輯
夢
論
、
候
列
名
一
一
百
、
以
考
信
也
。
又
次

精
史
夢
穣
、
参
以
易
卜
、
佐
推
準
也
。
又
次
庚
著
夢
上
口
、
比
類
而
編
、

便
筒
研
也
。
而
書
不
四
岐
、
一
蹄
玄
解
、
明
有
統
也
o
」

③
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
一
、
夢
原
、
首
載
占
縁
。
本
出
稚
川
、
久

経
漫
滅
。
従
其
奮
筒
、
不
敢
妄
増
。
次
述
玉
珠
揮
遣
。
作
自
叔
徹
、
歴

有
孜
様
。
一
の
其
故
、
不
敢
滝
前
賢
之
美
也
。
嗣
以
二
気
五
一
紳
、
盛
衰

惇
媛
、
園
説
具
載
。
以
便
有
志
此
蓮
者
、
況
研
通
慣
、
庶
幾
固
夢
一
術
、

子
件
以
復
振
云
。
」

⑧
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
一
、
夢
原
、
凡
先
朝
聖
哲
、
歴
代
名
賢
、

五
有
閣
官
一
。
其
或
覗
矯
虚
幻
、
寓
一
一
一
日
無
夢
等
語
、
概
置
不
録
。
件
以
所
採

者
、
上
白
素
問
、
六
経
二
十
一
史
六
子
百
家
而
外
、
下
逮
貌
耳
目
昨
日
宋
名

公
之
集
、
有
有
輿
夢
愛
明
者
、
無
不
次
第
編
輯
。
若
乃
稗
家
悠
謬
、
。
日
一

淫
不
根
、
亦
無
取
罵
。
務
令
撹
之
者
、
信
聖
賢
之
言
、
盆
信
占
夢
之
術
、

阪
有
白
来
云
爾
。
」

③
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
一
、
夢
穣
之
義
、
起
於
周
雄
、
而
判
決
嫌

疑
、
復
参
胤
易
。
其
説
以
省
朗
修
徳
局
主
、
呪
勅
次
之
、
符
鎮
次
之
、

「
夢
林
玄
解
」
の
成
立
(
大
平
)

薬
物
解
厭
又
次
之
。
載
若
星
辰
之
家
落
、
覧
知

H
月
之
昭
明
、
難
信
心

者
、
積
至
誠
以
行
之
、
自
無
不
験
。
」

⑧
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
一
、
夢
占
奮
刻
、
直
紋
成
書
、
不
分
綱
目
、

未
使
尋
覧
。
必
知
俗
本
、
編
成
韻
語
、
反
失
先
賢
之
旨
。
以
故
不
拘
字

句
、
随
夢
短
長
、
或
、
逐
夢
提
綱
、
戎
一
綱
数
夢
、
或
毎
兆
幾
占
、
或
一

占
幾
兆
、
或
有
占
而
即
附
以
験
、
戎
載
験
而
不
賛
以
上
口
。
其
間
詳
略
損

盆
、
互
有
淵
原
。
大
約
出
於
新
増
者
什
之
三
、
宗
於
奮
本
者
什
之
七
、

剖
別
部
類
、
柳
供
流
撹
。
領
曾
貫
逼
、
自
在
霊
心
。
」

⑨
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
一
、
日
記
書
捜
別
慶
遠
、
出
有
機
縁
。
輯
較

辛
繁
、
成
非
有
簡
。
邑
(
蓋
代
以
来
、
未
之
恒
路
者
也
。
且
繍
給
精
工
、

剤
別
審
崎
県
、
具
日
者
珍
之
o
」

⑧
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
索
す
る
と
、
「
『
詩
韻
輯
要
』
五
巻
、
明
李

警
龍
原
輯
明
陳
継
儒
重
訂
江
戸
期
京
都
梅
郁
嫡
白
擦
寓
暦
四
十
二
年

童
日
林
翁
元
泰
重
刊
束
大
総
合
」
と
あ
る
。

⑧
原
文
は
以
下
の
逼
り
、
「
稚
川
葛
億
翁
秘
本
夢
林
玄
解
夢
占
一

書
、
園
経
既
錆
秦
矩
、
術
業
復
慶
子
漢
儒
、
致
員
詮
一
字
路
、
残
本
批
惇
。

円
以
者
何
同
卿
先
生
出
家
裁
音
葛
仙
翁
秘
本
、
巌
加
参
一
訂
、
葉
成
全
童
H
o

伴
覧
者
有
一
夢
、
必
有
一
上
口
、
有
一
山
、
必
有
一
験
。
誠
先
聖
之
玄
機
、

高
明
之
余
鑑
也
。
具
眼
珍
之
。
南
城
翁
少
麓
務
行
。
」

⑪
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
一
、
夢
徴
。
分
門
別
部
。
而
門
部
之
内
、

又
復
類
分
。
如
天
象
部
天
先
子
日
、
形
象
部
首
先
子
項
之
類
。
類
中
各

以
世
代
先
後
列
之
。
其
世
代
不
甚
相
遠
者
、
則
先
正
史
而
後
諸
家
。
大

要
輿
夢
占
今
一
編
相
潟
表
裏
者
也
。
又
有
若
努
狗
鴛
瓦
、
赤
犬
化
龍
之
解
。
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中
園
文
挙
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第
八
十
二
冊

難
非
賓
事
、
じ
め
係
想
図
、
且
紀
載
有
接
、
故
特
存
之
。
至
子
本
朝
諸

事
、
供
採
之
五
円
、
平
編
、
皇
明
逼
紀
、
明
興
雑
記
、
孤
樹
哀
談
諸
童
H

、比白

先
此

U
経
刊
行
者
会
。
」

付
記

本
論
文
完
成
後
、
清
水
洋
子
氏
か
ら
「
『
夢
林
玄
解
」
小
考
|
|
構
成
と

編
集
志
園
」
(
中
国
語
中
園
文
化
第
八
競
二

O
一
一
年
三
月
)
を
恵
輿
さ

れ
た
。
成
立
論
に
関
し
て
は
枇
合
科
挙
院
本
の
み
を
材
料
に
論
を
立
て
て

い
る
の
で
、
拙
論
と
は
か
な
り
結
論
が
異
な
る
。
『
夢
林
玄
解
』
の
編
集

意
園
を
J
寧
に
論
じ
た
部
分
は
非
常
に
出
向
く
、
拙
論
と
併
せ
讃
ま
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
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